
地域密着型サービス（R５年ぐっどういる境南運営推進会議）議事録 【第 ２   回】 

日 時 
６年 ４月 １２日（金） 

 １６：３０ ～ １７：１５ 
場 所 

ぐっどういる境南 

２F 山桃 

利用者 
A様 

 
地域代表 

 

 
地域包括 

１名 

 
  

事 業

所 

職員 

職員 ３名 

家 族 
A様ご家族 

 

地域医療 

機関者 

武蔵野赤十字認

知症疾患医療セ

ンター  １名 

市 職 員  

高齢者支

援課  

２名 

  

事 業

所 

職員 

  

■議題 ■議事内容 

１．自己紹介 

２．活動報告及び利用者状況  

① 活動報告 

② 利用者状況 

・市内外の登録者数 

    ・男女比 

     ・曜日別利用者数 

   ・介護度別利用者数 

   ・月別出入状況 

３． ひまわり報告 

４． 利用者ご家族から 

５． 行政からの情報提供 

６． 地域医療機関者からの情報提供 

７．地域包括支援センターからの情報提供 

８. その他 

 

 

 

 

 

１． 自己紹介 

２． 活動報告・利用者状況報告（資料参考） 

３． ひまわり報告（資料参考） 

【ひまわり担当職員】 

今年度は沢山の別れと出会いがありました。 

１日楽しく過ごしていただいて、笑顔で帰って頂く

のが大事だと思っています。 

長く利用されている通所者の方がいますが、症

状が進んで、声が出ない、話しが出来ない、身体

が動かないなど、この人にとって何が大切なのか、

何があっているのか考えながら介護をしていま

す。なかなかこれだというものが見つけられない

時もありますが、個々を大切にあったものを見つ

けていくようにしています。その人の心を広げられ

る方法を考えています。 

ずっと座っていると身体が痛くなったりするの

で午前、午後体操をとりいれて、やわらげられると

いいと思っています。 

食事では、行事食など目からの刺激も多く取り

入れています。好きなものだと自分で食べたり、沢



 

 

 

山食べれたり、好きな物って大事だと思います。 

行事では、ひな祭りや春の歌などから、昔の卒

業式を思い出したり、言葉の回想法を取り入れて

います。 

カラオケでは、みなさんよく歌います。字が読め

ない方も目で字を追ったり、刺激を大切にやって

いきたいと思います。 

出来ない数を数えるのではなく、出来る事は何

か考えながら日々やっています。 

【利用者家族】 

私自身も「トイレが 1 人で行けなくなったら入所

する」と決めていましたが、一度にこの状態だとギ

ブアップですが、認知症という病気は少しずつの

進行なので頑張れています。利用している所でい

ろいろ本人の事を教えてくれたり、褥瘡なども見

ていただけるので、１人だと不安だが利用している

所があることで安心です。家にいると２人なので

刺激がないが、今こうしていられるのは毎日刺激

があるからではないかと思います。 

やって頂く事が増えていくのですが、利用して

いる所で見ていただけているのでありがたいと思

っています。 

【高齢者支援課】 

新しい市報に新しい福祉計画が載っているの

で見てください。 

【地域医療機関】 



介護保険の利用などを使って、医療で出来ない

所をデイサービス利用するなど話を進めていま

す。 

これからは、入院前状況の正確な聞き取りが大

事になりケアマネに確認するのですが、認知症の

場合、入院してみたが本人が帰りたいと言って帰

ってしまうケースがあります。デイサービスから情

報提供を頂くだけではなく、病院からデイサービ

スへの連携の仕方を考えないといけないと思いま

す。何かあれば連携をお願いします。 

これから何かの形を作れればと思います。 

【地域包括】 

報告の中で介護度が高くなっていると言ってい

たが、家にいる介護度が低い人だとデイサービス

を案内しようとしても本人の抵抗が強く、そこから

なかなか繋げるのに時間がかかってしまいます。

また、ようやく繋げられると認知症状が進んでしま

っている事があります。介護度が低い時点で繋げ

られ、慣れていただければいいのですが、思い通

りにはいかない現状です。イベントや、やむを得な

い家族の行事などのタイミングでやっと繋げられ

るので介護度が高くなってしまいます。認知症の

方は、普通のデイサービスでは１人になってしまう

事があるので、認知症対応型デイサービスを頼り

にしています。 

【相談員】 



介護度が上がってきて部屋が騒がしい日もあ

ります。日によっていろいろですが、個々が出来る

事を日々考えて職員がんばっております。 

ケアマネと連携をとって相談しあい、何かあれ

ばご家族の相談にのる体制をとっていますのでい

つでも声をかけてください。 

【施設長】 

本日の議題として、昼食費の値上げについて 

開設当初より２４年据え置き価格でやってきま

したが、昨今の物価高騰や人件費などを考えて昼

食費の値上げを検討したいと考えています。本日

は皆さんの意見をお伺いしたい。 

そして皆さんより出された意見を参考に検討さ

せていただきます。 

（利用者家族） 

据え置きでやっていくのは難しいのではない

か？値上げはいいのではないでしょうか。 

食事３食準備のストレス、食べさせるストレスを

考えたら、準備して食べさせてもらえることがあり

がたく、値上げ分と考えることが出来る。 

（地域包括） 

宅配食も多少金額はあがっています。 

昼食を作る、セッティング、食べさせることを据

え置きでやるのは難しいと思う。多少上がっても

仕方ないが、生保の方が通えるのか不安、という

どちらの気持ちもあります。なにより２４年据え置



きに驚きです。 

（地域医療機関） 

２４年間据え置きは企業努力だと思います。金

額をあげてもいいと思うが、市とかに補助等出来

るかかけあってほしいと思います。 

（高齢者支援課） 

昔は所得に応じた人に補助が出ていたりしたの

ですが、デイサービスに行くのが目的ではなく昼

食を食べに行くことが目的となっている方が見ら

れ補助は廃止になりました。 

家族に同意を得られれば値上げもやむを得な

いと思う。市も何か出来る事はないか考えたい。 

（高齢者支援課） 

学校の給食費の食材料費など、色々な事業所

からも物価高騰の話を聞きます。着任まもないの

で、いろいろ勉強して考えていきます。 

（施設長） 

貴重なご意見ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


